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6th
毎年多くのお子様たちに来場していただいているこの

企画展も今年で6回目です。新登場の車両は、私たちも

毎日のようにお世話になっている「 宅配車」と「郵便車」。。

車内までじっくり見る機会はなかなかないですよね。

ワークシートにはクイズを盛り込んでみました。

制服を着たり、展示車両に乗って記念撮影をしたり、

スタンプラリーをしたりと、いろいろなしかけを楽しんで

いただけたでしょうか。夏の楽しい思い出としていただけ

ていたら嬉しいです。
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当館の夏恒例の企画展となっている、はたらく自動車展も今回で６回目となりました。社会
の状況や取り巻く環境が変わっていくなか、変わらないこのテーマで行うことの面白さと、
難しさを毎回感じながら、行っています。変えていくところは、車両や手法で、あきられない
ようにすること、変えずにいるところは、担当者自らが、はたらく自動車・人に会い取材を
することです。取材では、今まで当たり前だと思っていたことに、気づかされたり、はたらく
自動車の奥深さに驚かされたりしました。この企画展が、身近なはたらく自動車とはたらく
人への興味につながれば、嬉しいです。　　　　　　　　　　　企画展担当者　藤井麻希
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昨年は震災の影響で中止した「車両実演」を今年は復活させました。心待ちにしてくれていた
お子様たちが大勢集まり、記念撮影も人気でした。

企画展「はたらく自動車」車両実演イベント

昨年は震災の影響で中止した「車両実演」を今年は復活させました。心待ちにしてくれていた
お子様たちが大勢集まり、記念撮影も人気でした。

企画展「はたらく自動車」車両実演イベント



　7月20日から29日までの10日間、仙台港に近接する東北最大規模の展示場「夢メッセみやぎ」で「とうほく自動車

フェスタ」が開催された。この催しは、昨年３月の東日本大震災の際､津波で大きな被害を浮けた同展示場の復興

記念イベント第一弾として行われたもので、河北新報社などの地元企業と自治体の協力で実現した。

　「クルマの進化と未来」をテーマとした同フェスタには、世界初のガソリン自動車から往年の名車、次世代型車両

まで国内外の多様な自動車が110台展示され、地元の人々に自動車の歴史や文化を身近に感じて貰うとともに、

仙台港と東北の復興を発信する役割りも担ったイベントとなった。総入場者数は約56,000人。

　当館は主催者からの要請に応え、「クルマ進化の歴史」ゾーンや「往年の名車」ゾーンなどに所蔵車３６台を展示

した。車両展示以外にも、当館スタッフによる「走行披露」や展示車の解説を行う「ガイドツアー」を実施してイベント

の盛り上げに協力。

　夏休みと重なったことで家族連れの姿が目立つ会場では、めったに見られない珍しいクルマや映画で有名になった

クルマに歓声が上がり、当館スタッフに熱心に質問する自動車ファンの姿も多く見られた。

（左は村井宮城県知事 宮城県庁前にて）

当館協力企画

開会に先立ち、７月１７日に行った
「ベンツ三輪の走行披露」 

計７回行ったガイドツアー お客さんの熱心な質問に
答える当館スタッフ

大勢の来場者が
詰め掛けた会場内（最終日）

展示された当館所蔵車開会式のテープカット

仙台での自動車イベントに所蔵車を展示



はじめに
　1950年代を代表するスポーツカーを1台
あげるとしたら、きっと多くの方がメルセデス・
ベンツ300SLクーペをあげるのではないで
しょうか？ 
　1954年2月、アメリカのニューヨーク・オート
ショーでデビューした市販型300SLは、
優雅さと力強さをあわせもつスタイル、上方
に跳ね上がる特異なドア形状、レーシング
カーを基にしたシャシー構造や量産車として
初めて燃料噴射装置(ダイレクト・インジェ
クション）を搭載した高性能なエンジン、
そして当時、同等の性能を持つフェラーリ
250GT系の約2/3から半分程度の7500
ドル弱という価格から、たちまち大人気と
なりました。 
　300SLの300とはエンジン排気量3リッ
ターを、ＳＬとはドイツ語のＳｐｏｒｔ Ｌｅｉｃｈｔ
（英語のＳｐｏｒｔ Ｌｉｇｈｔ）の略で軽量スポーツ
を意味しています。 

プロトタイプ開発とレース活動
　ダイムラー・ベンツ社は、第2次世界大戦
の終了からわずか1年ほどで自動車の生産
を再開し、1951年まったく新しい6気筒
SOHCエンジンを開発、300系の超高級大型
サルーンの生産を開始しました。これにより
ダイムラー・ベンツ社はプレステージカー・
メーカーとしての地位を再び獲得しました。
　一方社内では戦前のもうひとつの顔、
スポーツカー生産メーカーとしての復活を
望む声が存在し、1952年チーフ・エンジニア
のルドルフ・ウーレンハウトを中心に戦後
初めてのレーシングカーの開発が始まり
プロトタイプが製作されました。
　美しい流線型のボディを持つこのクーペ
は新しいシャシー構造にチャレンジ、それは
無数の細い鋼管を組み合わせたマルチ
チューブラ・スペース・フレームと呼ばれるも
ので、軽量かつ強固なものでした。
 エンジンとサスペンションは基本的に300
系のものが流用されましたが、直列6気筒

2996ｃｃエンジンの圧縮比を上げ、171ｐｓ
/5200ｒｐｍ、25.9ｋｇ－ｍ/4200ｒｐｍまで
向上、フード高さを抑えるため45度傾斜して
搭載されました。
　サスペンションはフロントにダブルウィッ
シュボーン＋スタビライザー、リアにスイング
アクスルを備えていました。

　1952年、製作された試作車で5つのレース
に参加。最初のレース、ミッレ・ミリアでは
出場した3台中2台が、2位と4位に入賞、
続くスイス・グランプリのスポーツカーレース
では初優勝と3位まで独占、3戦目のル・マン
24時間レースでも強豪を相手に1-2フィ
ニッシュ。その後もニュルブルクリンクの
レースで1～4位を独占、そしてカレラ・パン
ナメリカーナ・メヒコでも1-2フィニッシュ
するなど、デビュー早々にその高性能ぶり
をアピールしました。
　このような華々しい活躍にも関わらず、
ベンツ社はいったんレース活動を停止し、
1954年からの新しいレギュレーションでの
グランプリ出場のためのレーシングカー
開発と、その後の市販化に向けての開発に
専念することとなりました。

メルセデスベンツ300ＳＬクーペ
　さて、今回ご紹介いたします車はトヨタ
博物館所蔵の1955年製。それまでのプロト
タイプとは、ノーズの形状やフロント・フェ



ンダーのエア・アウトレット、ホイールアーチ上
のフィン、メッキバンパーの装着などが異なっ
ていますが、基本的なシャシー構造はその
ままで、サイドの敷居が高く通常のドア構造
がとれなかったためプロトタイプ同様、跳ね
上げ式のドアが採用されました。

　このドアは開けた状態の形状が”カモメ

の羽”を広げた形ににていることから”ガル
ウィング・ドア”と呼ばれるようになりました。

 

　サイド・ウィンドウははめ殺し（取り外しは
可能）のため、室内は密閉状態に近く、室内換

気用としてルーフ後端にはエア・アウトレット
が設けられていますが、充分な性能は発揮
しませんでした。

　エンジンは最終プロトタイプと同様のものが
流用されましたが、燃料供給装置はソレックス
・キャブレターからボッシュ社製燃料噴射
ポンプを使用したダイレクト・インジェクション
方式に変更され、6気筒SOHC2996ｃｃから、
215ｐｓ/5800rpm,28kg-m・4600ｒｐｍを発生
しました。

　トランスミッションはオール・シンクロメッ
シュの4段マニュアル、全車にＺＦ製のリミ
テッド・スリップ・デフが装備されていました。
　ボディの材質はプロトタイプの総アルミか
らドア、ボンネット、トランクリッドを残し、それ
以外はスティール製となっています。
　ブレーキはアルフィン・ドラムのまま、サーボ・
アシストが与えられ重量はプロトタイプの約
870ｋｇから、約1,300ｋｇと重くなってしまった
にもかかわらず、最高速度235ｋｍ/ｈの高性能
を発揮しました。
　大人気となった300ＳＬはその後顧客の
要望によりオールアルミ製ボディやハイパ
ワーエンジンなどがオプションリストに加わり、
高性能をいかしてそのまま各国のレースでも
大活躍をしました。
　こうして生産を終える1957年5月までに
1400台が生産されました。

300ＳＬロードスター
　1957年3月ジュネーブ・ショーに300ＳＬ
ロードスターが出展されました。この車は、
フレーム構造の変更により、通常のドアを
もち乗降性の改善がされ、オープン化によ
り、100ｋｇ以上の重量増となってしまいまし
たが、性能向上を図ることにより動力性能
の低下は最小限に抑えられ、1963年2月の
生産終了まで1858台が生産されました。

190ＳＬ
　300ＳＬが市販された半年後には190SLが
発表されています。
　形は300ＳＬに似ていますが、当時人気の
英国製オープン・スポーツカー、トライアンフ
やヒーレーに対抗すべく2Ｌクラスのスポー
ツカーとして開発されました。
　これは1953年初めに発売された180系の
パーツを流用し、価格も300ＳＬの約半分
ほどにしたこともありアメリカで大人気となり、
1962年までで26000台が生産されました。

300ＳＬＲ
　300ＳＬとは異なり、Ｒ（Ｒｅｎｎ＝レーシング
の略）がつくことから純粋のレーシング・マシン
として開発されました。
　1954年から、1955年までの15のグラン
プリ中12戦で優勝するという圧倒的な強さ
を発揮しました。
　しかし1955年ル・マン24時間レースで
ブレーキ・フラップを備えた300ＳＬＲが他車
の接触事故に巻き込まれ、空中に舞い上がり
観客席に落下。200人以上が死傷するとい
う歴史的な大惨事を起こし以後、ベンツ・
チームは一切のモーター・スポーツ活動を
休止することとなりました。

おまけ
　下の写真はレースチーム専用で300ＳＬの
エンジンを積んだ、「高速トランスポーター」
で、各地のレースにレーシングカーを積んで
行き、レーシングカー以上の人気を誇ったと
いうことです。
　レース引退後の1960年アウトバーンで
クラッシュしてしまい現存する車はありませ
んが現在ベンツ・ミュージアムには復元され
た車が展示されています。

・ＷｏｒｌｄＣａｒＧｕｉｄｅ ＭｅｒｃｅｄｅｓＢｅｎｚ
 株式会社ネコ・パブリッシング
・Ｍｅｒｃｅｄｅｓ－Ｂｅｎｚ ＧｒａｎｄＰｒｉｘＣａｒｓ
 二玄社
・Ｍｅｒｃｅｄｅｓ－Ｂｅｎｚ３００ＳＬ Ｇｕｌｌｗｉｎｇ
 松田コレクション出版部
・スクランブルカーマガジン 
 ネコ・パブリッシング
・ＳｕｐｅｒＣＧ
 二玄社

【参考文献】

通常走行時の状態

2005年、ペブルビーチにて

乗降時にはこのようにステアリングを折りたた
むことによって、脚の出し入れをしやすくしている。



メルセデス ベンツ 300SL クーペ
1955／ドイツ

メルセデス ベンツ 300SL クーペ　1955/ドイツ　○全長×全幅×全高：4250×1790×1300ｍｍ
○軸距離：2400ｍｍ  ○エンジン：水冷直列6気筒OHC 2996c㎥  ○215hp/｛158ｋＷ｝/5800ｍｉｎ-1
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自動車史研究者であり、当館の展示監修者であった

故五十嵐平達氏のアーカイブズ・コレクションをシリーズで紹介します。

（ 当館ホームページのブログ「 クルマ研究★宝箱」から抜粋です）

回は、大正から昭和期（ 戦前）にかけて日本の自動車市場育成の推進役となった外国車の輸入販売店の姿を見たいと思います。

大正期の半ば（ 1910年代後半）に入ると、自動車産業が未だ確立していない日本社会に、クルマに対する意識も徐々に高まり、それに伴って

外資系も含めた多くの商社や実業家が個々に欧米のメーカーと代理店契約を結んで輸入・販売を行うところが増えてきました。昭和初期には自動車は

ハイヤーやタクシー、あるいは乗合自動車等の交通機関として欠かせないものとなりました。

当時、自動車の輸入・販売業者は約50社を数えました。それらが扱ったメーカーの国籍は欧米の主要各国に及んでおり、数量は多くはありませんが、

海外のほとんどの主力車種が輸入されていました。

しかし、1925年、米国フォード社が横浜に、その2年後にＧＭ(ゼネラルモータース )が大阪に大規模な組立工場をつくって大量生産を開始し、それを

背景にした低価格政策や月賦販売等を導入すると同時に、日本各地に販売店網をつくりました。これらの攻勢によってわが国の自動車市場、特に

乗用車はほとんどこの2社による独占状態となりました。　

店内に並ぶ3台の陳列車はいずれも米国製ハドソン (1929年型)
です（ 写真❶）。天井にはズラリと「 ハドソン」の旗を飾ってあり 、米国

ハドソン社の特約店でしょう 。当時の輸入販売店の中で最も古い

歴史を持つ「 日本自動車(株)」の、東京・赤坂にあった本社営業所で

あろうと思われます。同社はサ―ビス工場を備えた複数の営業所を

持ち、ハドソンの他にもダッジ（ 米）やメルセデス・ベンツ（ 独）、ロール

スロイス（ 英）、ルノー（ 仏）、フィアット（ 伊）等、米欧の20以上のメーカー

のクルマを扱った大手会社です。

1927(昭和2年)年 日本に進出したＧＭ社が各地に展開した販売店網

の中で、日本最北端の樺太（ 現在はロシア領サハリン）にあったシボレー

の特約販売店です（ 写真❷）。店頭には2台のシボレー1936年型が

並んでおり 、恐らくタクシーかハイヤー会社に納入する新車の納車前の

記念写真でしょう 。

日本ＧＭ社は販売網作りと同時に商品の広報・ 宣伝活動にも力を

入れました。
1930年代半ばのシボレー販売店（ 撮影：1936年頃）

昭和初期の販売店店舗内部（ 撮影：1929年頃） 
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22

｢自動車販売店｣の巻｜五十嵐コレクショ ン
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　 展示場では見にく いクラシックカーの運転席廻り の操作

装置や、計器類についてご紹介します。今回はホンダ シビック

ＣＶＣＣ  1200ＧＬ（ 1975年）です。ホンダ  シビッ ク は

1972年7月にス ポーティ ーな台形のボデーでデビュー。

1973年に低公害のＣＶＣＣエンジンを一部車種に搭載しま

した。このＣＶＣＣエンジンは、当時世界一厳しいと いわれた

排気ガス規制法、いわゆるアメ リ カのマスキー法に世界に

先駆けて、1972年にホンダがパスしたエンジンです。この

エンジンは、複合過流調速燃焼方式と いう 、主燃焼室の他に

副燃焼室を持ったエンジンで、副燃焼室のリ ッチな混合気に

点火し 、主燃焼室のリ ーンな混合気を燃やすシステムで、

主・副燃焼室に異なった混合気を供給する複雑で高精度の

キャブレータを持っています。また、燃焼後の後処理の触媒

などを必要と しない、当時と しては非常に優れた画期的な

エンジンで、2007年に「 日本の排出ガス低減技術を世界の

ト ップに引き上げた歴史的な機械」と して認定されました。 
     

SPEC

◎ エンジン型式： ＣＶＣＣ水冷直列4気筒ＯＨＣ

◎ 燃焼室形状： 副燃焼室付ウェッジ型

◎ 総排気量： 1238ｃ ｃ

◎ 出力： 63 ／46 ／ 5500（ 馬力／ｋ ｗ／ｒ ｐ ｍ）

◎ 変速機： 前進4段、後退1段　 Ｍ／Ｔ 　 フロアチェンジ

◎ 駆動方式： フロント  エンジン・ フロント  ド ライブ方式

◎ サスペンショ ン： スト ラット 式4輪独立懸架

◎ ブレーキ：  フロント  ディスク 、リ ヤ ド ラム

ホンダ シビック ＣＶＣＣ 1200ＧＬ

インパネ

エンジンルームペダル（フロア）

チャコールキャニスタ

デフオッガースイッチ

ライトスイッチ

ターンシグナルレバー

エアコン吹き出し口

ワイパーレバー

ラジオ

パーキング
ブレーキレバー

時計 水温計

ブレーキペダル

クラッチペダル

シガーライター

チョークノブエアコンスイッチ

燃料計 ホーンボタン 回転計

イグニッション
キーシリンダー

速度計

アクセルペダルシフトレバー

オルタネータ

ディストリビュータ

スターターイグニッションコイル
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今回カタログでご紹介するのは、日産が世界に誇るスポーツカー
である“Ｚ-car”（ズィーカー）こと、フェアレディＺの初代モデル、
Ｓ30型です。

　フェアレディ
　日本に“スポーツカー時代”の到来を告げたのがフェアレディでした。1960年（昭和
35年）1月、基本的にはブルーバードのシャシーにオープンボデーを載せた構成で、
当初は輸出専用モデルとしてデビューしました。
　ちなみに、「フェアレディ」の名付け親は当時の日産自動車社長の川又克二氏で、渡米した際
に観たミュージカル“My Fair Lady”に感激し、新型スポーツカーにその名を付けたものです。
ただし、当時は「フェアレディ」であって、「フェアレディ“Ｚ”」ではありませんでした。

ミスターＫ～フェアレディＺの誕生
　日本の日産本社に対してフェアレディＺの開発を強く要望して実現させたのは当時の
北米日産社長、片山豊氏でした。片山氏は後に“ミスターＫ”と呼ばれる様になる、
フェアレディＺの生みの親です。彼なくしては1969年（昭和44年）の初代“Ｚ”の登場は
あり得ませんでした。片山氏は、ダットサンブランドの北米市場拡販のためには、強力
なイメージリーダーが必要だと考えたのでした。
　それまでのオープンボデーに換えてクロ－ズドボデーに変更され、グランドツアラーとしての
性格を強めました。一回りボデーサイズが拡大され、エンジンも4気筒から6気筒に変更されました。

Ｚ432
　その初代フェアレディＺのフラッグシップモデルがZ432です。カタログデータ値では、
最高速度210km／h、0-400m加速15.8秒と、トヨタ2000GTとほぼ同等の動力性能
を擁しました。
　432は、4バルブ・3キャブレター・2カムシャフトの意であり、搭載されるスカイライン
2000GT-Rと共通のエンジン、S20型の構成に由来します。
　価格は、ベースグレード“Ｚ”の93万円に対して185万円（マグネシウム合金ホイール
仕様）と特段に“スペシャル”でした。
　なお、ヒーターすらオプションとなる、FRP製ボンネット、アクリル樹脂製ウィンドウ
の採用など、432を徹底的に軽量化した競技用ベース車両として432-Rなるモデルも
存在しました。

240ZG
　1970年（昭和45年）のマイナーチェンジ時に３速ＡＴモデルを追加、さらにその一年後に国内
向けに追加設定されたのがそれまでの輸出用モデル、240Ｚシリーズです。なかでも国内専用に、
後に“Ｇノーズ”と呼ばれることになる、ノーマルボデー比で190ｍｍ長い“グランドノーズ”
（カタログ上では“エアロダイナ・ノーズ”）とオーバーフェンダーを装着したのが240ＺＧでした。
　エアロパーツ装着によって、最高速度はノーマルを5km／h上回る210km／hに達し、
これはＺ432に匹敵するものです。ちなみに、価格は150万円でした。

　トヨタ博物館では、グランプリ・ホワイト色のＺ432を常設展示しており、本館3Ｆ
でその勇姿をご覧いただけます。

フェアレディ Z S30型 FROM TAM ARCHIVES

ＣＡＲ ＧＲＡＰＨＩＣ選集 ＮＩＳＳＡＮ ＦＡＩＲＬＡＤＹ Ｚ　二玄社 2002
ＮＥＫＯ ＭＯＯＫ 244 ＯＮＬＹ Ｚ　ネコ・パブリッシング 2001
ノスタルジックヒーロ－別冊　フェアレディ＆フェアレディＺ　芸文社 2007
ＦＡＩＲＬＡＤＹ Ｚ ＳＴＯＲＹ　三樹書房 1999　　日産自動車ＨＰ

【主な参考文献等】

Ｚ432のフロントビュー。Ｓ30型発売当時のフラッグシップモデルだった。
フロントグリルはメッシュ模様型

同じくＺ432のリアビュー。縦に2本並ぶエグゾーストパイプが特徴。
ホイールはマグネシウム合金製

1970年のマイナーチェンジで追加された3速ＡＴモデルのインパネ。
スピードメーターは240km／ hスケール

日本国内専用に設定された240ＺＧ。ノーマルより190mm長い「グランド
ノーズ」（後の通称「Ｇノーズ」）と精悍なオーバーフェンダーが目を引く

マイナーチェンジ後に国内向けに追加された2400ccのベースグレード240Ｚ
の透視図。従来よりの2000ccモデルに加えて設定された　
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トヨタ スプリンター トレノ1600ＧＴ APEX （ＡＥ８６型）
(１９８６年) 大滝 悦生 様

昨年の様子

リニモ（東部丘陵線）沿線の文化施設7館が
共同開催するイベント第2弾です！
今年は、陶磁資料館でのオープニングイベント
で長久手歴史トラベラーズ＆デロリアンが
登場、記念文化フォーラムや、各施設リレー
コンサート、ガイドウォークなど共同開催なら
ではの多彩なイベント目白押しです。また、
会期中にスタンプラリーを全館制覇すると、
「あなたの選んだ展示車1台に座れる権利
(トヨタ博物館)」など、各館の豪華特別賞が
抽選で当たるお楽しみ付き。ぜひこの機会に
お越しください！
詳しくは「リニモ沿線ミュージアムウィーク」
ホームページをご確認ください。

【会 期】
10月13日（土）～11月4日（日）
<但し10月15日（月）、22日（月）、29日（月）を除く>

【会 場】
愛・地球博記念館（愛・地球博記念公園内）、愛知県陶磁
資料館、愛知県立芸術大学、トヨタ博物館、長久手市郷土
資料室、長久手市文化の家、名都美術館

寄贈車情報

リニモ沿線ミュージアムウィーク開催

パブリカなど、当館の車両１０台を出展しました。

北海道 士別市１２０周年事業
「トヨタの歴史と現代の車造り」展

今年で6回目を迎える東京でのクラシック
カーのイベントです。一般公募車両約100台
の公道パレードや当館所蔵の車両展示等を
行います。

クラシックカーフェスタ
in神宮外苑

昨年秋に開催し好評を得た企画展「大正自動車
ものがたり」が岐阜県恵那市の日本大正村に
巡回展示されています。当館が同村の大正
100年記念展示に協力しています。

日本大正村で移動展開催中
「大正自動車ものがたり」

博物館に来られた珍しい車
当館に奥様と２人で安城市か
らお越しいただいたお客様が
TVRというイギリスの小さな
メーカー（2006年に経営破た
んし、無くなっている）で作ら
れた珍しいクルマに乗って来ら
れました。2003年型の「タスカ
ンS」という名前でエンジンは
直列６気筒DOHC 3900㏄。
鋼管フレームにFRPボディが
乗せられています。ルーフだけ
でなくリアウインドウも外す事
ができるなど、変わったギミッ
クを多く持っているクルマだそ
うです。

当
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「TVR タスカンS」 （2003年型/イギリス）

【会 期】 8月4日（土）・5日（日）
【会 場】 士別試験場

【会 期】 9月1日（土）～10月28日（日）
【会 場】 日本大正村

【会 期】 12月1日（土）
【会 場】 明治神宮外苑 聖徳記念絵画館前



この度、今号をもって｢トヨタ博物館だより｣からしばらく離れることになりました。担当中は多くの方に支えていただき感謝しております。

本当にありがとうございました。今後とも｢トヨタ博物館だより｣をよろしくお願いいたします。　(菅野 千晴)

ハヤシライス ￥1,050(税込)サラダ付

レストラン　　　ショップ情報

企画展「はたらく自動車」
工作イベント  図書イベントの開催

編集後記

トヨタ博物館オリジナルプルバックカー 
各￥630(税込)
大人気のプルバックカーに新しい仲間
が登場！話題の３車種をあなたのお
手元にどうぞ。プリウスα（アルファ）・
アクア・８６（ハチロク）

フォンダンショコラ
￥４５０(税込)ドリンク付
シェフが丁寧に焼き上げた逸品！
風味豊かな生地と、中から溶け出すチョ
コレートをご堪能ください。

ピーマンの具で味と彩りにアクセントを
つけた、名古屋の老舗ホテルのスタイル。
シェフこだわりの一品を、ぜひご賞味くだ
さい！

みなさまのご利用をお待ちしております！

工作イベントでは毎週土･日･祝日に開催していた、｢ペットボトルカー｣と｢ブルブルロボカー｣、お盆機関中に開催していた恒例の｢木の
クルマ｣と｢ダンボールクラフト｣。どの工作も夏休みの自由研究に役立つ内容や自分オリジナルの作品が出来る工作なので、連日たくさん
のお子さんに参加していただけました。

図書イベントでは、「調べて描こう！はたらく
自動車」を開催。子どもたちに図書室に
ある本を読んで、はたらく自動車の絵と、
説明を書いてもらい、車の知識を深めて
もらいました。また、新館では｢おはなし会｣
を行い、小さいお子さんが音楽に合わせ
ながら絵本や紙芝居の読み聞かせに真剣
に耳を傾けていました。

工作教室：7/14（土）～8/26（日）の土日祝、8/11（土）～8/15（水）

図書イベント：7/14（土）～9/23（日） おはなし会：7/29（日）、8/26（日）、9/9（日）



ト ヨタ自動車株式会社　トヨタ博物館

〒480-1118 愛知県長久手市横道41-100
TEL 0561-63-5151 FAX 0561-63-5159
ホームページ   http://www.toyota.co.jp/Museum/index-j.html
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